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自然からの被ばく線量の内訳（日本人） 

出典：（公財）原子力安全研究協会「生活環境放射線」（2011） 

被ばくの種類 線源の内訳 実効線量 
（ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/年） 

外部被ばく 
 宇宙線 0.3 
 大地放射線 0.33 

内部被ばく 
（吸入摂取） 

 ラドン222（屋内、屋外） 0.37 
 ラドン220（トロン）（屋内、屋外） 0.09 
 喫煙（鉛210、ポロニウム210など） 0.01 
 その他（ウランなど） 0.006 

内部被ばく 
（経口摂取） 

 主に鉛210、ポロニウム210 0.80 
 トリチウム 0.0000082 
 炭素14 0.01 
 カリウム40 0.18 

合   計 2.1 

身の回りの放射線 

　この表では、鉛 210 とポロニウム 210 による経口摂取が日本人の内部被ばくの大
きな割合を占めることを示しています。鉛 210 とポロニウム 210 は、大気中のラド
ン 222 が次の過程を経て生成されます。それが地表に沈着あるいは河川や海洋に沈
降して食物を通じて人間の体内に取り込まれます。

ラドン 222（半減期約 3.8 日）→ ポロニウム 218（半減期約 3 分）→鉛 214（半
減期約 27 分）→ビスマス 214（半減期約 20 分）→ポロニウム 214（半減期約 1.6
× 10-4 秒）→鉛 210（半減期約 22 年）→ビスマス 210（半減期約 5 日）→ポロニ
ウム 210（半減期約 138 日）
　日本人が欧米諸国に比べて食品からの線量が高い理由は、魚介類を多く摂取する日
本人の食生活が関係しています。魚介類にはポロニウム 210 が多く含まれているた
め、その分、実効線量が大きくなっています。一方、ラドン 222 及びラドン 220（ト
ロン）による被ばくが少ないのは、日本家屋は通気性が良く、地中から屋内に侵入し
たラドン 222 及びラドン 220（トロン）が速やかに屋外に拡散するためと考えられ
ています。
　ラドン 222 及びラドン 220（トロン）の吸入摂取による内部被ばくについては 65
頁「ラドン及びトロンの吸入における内部被ばく」で説明します。
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大地の放射線（世界） 
ナノグレイ/時 （ミリシーベルト/年） 
実効線量への換算には0.7シーベルト/グレイを使用 

出典：国連科学委員会（UNSCEAR）2008年報告書、 
  （公財）原子力安全研究協会「生活環境放射線」(2011年)より作成 

身の回りの放射線 

　世界には、中国の陽江（ヤンジャン）、インドのケララ、イランのラムサールなど、
日本より 2倍から 10倍自然放射線が高い地域があります。こうした地域で自然放射
線レベルが高い原因は、ラジウムやトリウム、ウランなどの放射性物質が土壌中に多
く含まれることによります。
　これまで高自然放射線地域として有名であったブラジルのガラパリは都市化による
アスファルト舗装の結果、空間放射線量率が減少したと報告されています。
　中国やインドにおける疫学調査などから、これまでのところ、がんの死亡率や発症
率の顕著な増加は報告されていません。ラムサールでは、がんリスクに関する解析が
現在進められています。今後はこうした地域での生涯線量推定やそれに基づくがん死
亡や罹患の過剰リスクや、非がん死亡の過剰リスクなどについても検討される予定で
す。さらに、各地域のデータの統合による、がんリスクの推定なども計画されていま
す。　
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